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ミャンマーのクーデターから一年：

分裂する民主勢力と泥沼化する内戦

河野 毅 （国際社会学部 教授） 
  

 

民主勢力のリーダー、アウンサン・スーチー

国家顧問は、自らの政権の 2 期目の準備をして

いた矢先の昨年２月に国軍によるクーデターで

拘束された。1990 年以降総選挙をする度に勝ち

続けたスーチー氏の政治生命を断つために国軍

はクーデターを決行し、現在非公開裁判でスー

チー氏に有罪判決を連発している。今年 1 月末

までに、既に合計 6 年の実刑判決が言い渡され

た。今後、数ある容疑で有罪判決が出ればスー

チー氏の刑期の合計は 100 年になると報道され

ており、76 歳のスーチー氏は、政治生命どころ

か人生の最後を刑務所で迎えることになりかね

ない。 
この 1 年の国軍の弾圧で 1500 名以上の国民

が殺害され、拘束者は 1 万人を超えると英 BBC
は報道する。恐怖に怯える大多数の国民がいる

一方、民主勢力は「国民統一政府」を通じて国軍

に抵抗するが、その実態はネット上の議論の場

である。スーチー氏はクーデターの翌日に国民

に非暴力抵抗運動を呼びかけたが、運動の参加

者が国軍により容赦無く射殺され続ける状況に

対し若者達は武装闘争を主張した。急進的な若

者の離反を恐れた国民統一政府は、昨年 5 月に

若者を中心に「国民防衛隊」の結成を認めた。国

民防衛隊の若者達は、山岳地帯から反政府運動

を長年継続してきた少数民族武装集団と合流し

国軍に対してゲリラ作戦を続けているが、その

装備は国軍にとても及ばない。 

 
制服右がフライン国軍司令官 2021 年 6 月 ©︎STR/AFP 

 
泥沼化する内戦への対応の一方で、利益判断も

交錯する。国軍への圧力を求める国際世論に押

され欧米豪石油各社はミャンマーから撤収する

と今年１月に表明したが、この撤収は中国、シ

ンガポール、タイの石油会社にとっては商売の

チャンスだ。ミャンマーの石油・ガス・木材・貴

金属と翡翠（ひすい）は巨額の利益を生み出す

資源だ。ミャンマーの山岳地帯で密かに生産・

輸出されるヘロインとメタンフェタミン系合成

麻薬の収益も忘れてはいけない。 
ミャンマーで巨額の利益を上げる勢力にとっ

ては今回のクーデターは迷惑な事件に違いない。

しかし、ミャンマーが民主的な国として経済発

展して企業がますます利益を上げ、その利益が

ミャンマー国民の給与を上げ経済の好循環が進

む理想に少しでも向かう方策を考えないといけ

ない。だが、経済の好循環が無くとも利益を上

げられる国軍にはその気はない。 
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ウクライナ危機：情報戦の国連パフォーマンス

河野 毅 （国際社会学部 教授） 
  

2 月 24 日、ニューヨークの国連安全保障理事

会緊急会合中にロシア軍のウクライナ侵攻が始

まった。ウクライナの国連常駐代表キスリツァ

大使は「国連は病にかかっている。それはクレ

ムリン（注：ロシア大統領府）によって拡散され

たウイルスによる感染だ」と、プーチン大統領

による偽情報の拡散をウイルスの拡散にたとえ

国際社会に警鐘を鳴らした。ロシアではなく、

プーチン大統領が標的なのである。 
国連の支柱である「世界の平和と安全の維持」

を統括する安保理で、その 15 カ国メンバーのう

ち 5 カ国（米国、中国、ロシア、フランス、イ

ギリス、 Permanent Five=P5 と呼ばれる）は

常任理事国として法的拘束力のある決議の拒否

権を持ち、核兵器保有国である。他の 10 カ国は

2 年任期の「腰掛け」組で、拒否権を持たない。 
25 日の安保理会合では、米国とアルバニアの

共同提案でウクライナ侵攻をしたロシアを強く

非難する決議案が提出された。日本を含む 82 カ

国の賛同を得た決議案であったがロシアによる

拒否権発動で否決された。P5 の米、仏、英は賛

成し、中国は棄権した。 
安保理決議案が否決されることは承知済みの

今回のパフォーマンスはプーチン大統領を追い

詰める効果を発揮している。国際法に違反して

プーチン大統領が軍を使い弱い者（ウクライナ）

いじめをしているという各国スピーチが国連の

公式 HP で生放送され、それは既に 50 万回以上

再生された。同じ映像を欧米各国メディアは 

 
安保理でのウクライナのキスリツァ大使  ©Andrea Renault/AFP 

YouTube で世界に発信しそれぞれのサイトでは

すでに 60 万回以上の再生回数を記録した。同時

に、ロシアを含む世界中の主要都市で反プーチ

ンとウクライナ支援のデモが発生している。 
国連舞台のパフォーマンスは続く。28 日から

始まった国連総会緊急会合で、ロシアによる軍

事侵攻の停止と人道支援の要請の決議案が討論

されている。国連総会決議は法的拘束力を持た

ないが、このパフォーマンスを通じ 193 の国連

メンバー国の態度を明らかにし、反プーチン包

囲網を強化する目論みがある。 
プーチン大統領を追い詰めるため情報戦が激

しく展開されている。ロシア政府もウクライナ

国民の士気を挫くビデオを大量に流している。

安保理会議中に各国大使が携帯電話を片手に飛

び交うニュースを引用して非難の応酬を展開す

る姿は情報戦の激しさを物語る。現状では、国

連舞台を利用した国際世論の流れの主流は反プ

ーチン情報だ。「窮鼠猫を噛む」というが、追い

詰められるプーチン大統領の次の手が気になる。 
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